12　随筆　徒然草　男の深層心理　着眼点　文法　識別④　「る」「れ」の識別
女の物言ひかけたる返事、とりあへずよきほどにする男は、㋐ありがたきものぞとて、亀山院の御時、しれたる女房ども、若き男達の参らるる毎に、「郭公や聞き給ⓐへる」と問ひてこころみられけるに、なにがしの大納言とかやは、①「数ならぬ身は、え聞き候はず」と答へられけり。堀川内大臣殿は、「岩倉にて聞きて候ひしやらん」と仰せられたりけるを、②「これは難なし。数ならぬ身、むつかし」など定め合はれけり。
すべて男をば、女に笑はⓒれぬやうにおほしたつべしとぞ。「浄土寺前関白殿は、幼くて、安喜門院の③よく教へ参らせさせ給ひける故に、御詞などのよきぞ」と、人の仰せられけるとかや。山階左大臣殿は、「㋑あやしの下女の見奉るも、いと恥づかしく、心づかひせⓓらるる」とこそ仰せられけれ。④女のなき世なりせば、衣文も冠も、いかにもあれ、ひきつくろふ人も侍らじ。
語注

亀山院の御時＝一二五九年～一二七四年。

しれたる＝いたずら好きな。

堀川内大臣殿＝源具守。

岩倉＝具守の山荘があった地。

おほしたつ＝育て上げる。

浄土寺前関白殿＝九条師教。

安喜門院＝藤原有子。師教の養育者。

山階左大臣殿＝西園寺実雄。

衣文も冠も＝装束の着方も礼装の時の冠のかぶり方も。
問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入よ。

女に対して、［　　　　　　　　　　］のようにうまく［　　　　］をする［　　　］は数少ない。男は女がどう思うかを気にしており、［　　　　　　　　］が［　　　　　　　　　　　　］に教えたように、［　　　］に笑われないように育てることがよいらしい。
問二　波線部ア・イの意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉

㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ａ～ⓓの文法的意味を答えよ。　〈1点×4〉
ⓐ［　　］ⓑ［　　］ⓒ［　　］ⓓ［　　］
問四　識別④「る」「れ」の識別

　次の傍線部の文法的意味が「可能」であるものを一つ選べ。　〈1点〉

１　かの大納言、いづれの舟にか乗らるべき。　（大鏡）

２　七月一五日の月に出でゐて、せちにもの思へるけしきなり。　（竹取物語）

３　涙のこぼるるに、目も見えず、ものも言はれず。　（伊勢物語）

４　軒近き荻のいみじく風に吹かれて、砕けまどふが…　（更級日記）

５　秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる　（古今集）

問五　傍線部①・③を現代語訳せよ。　〈5点×2〉

①［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

③［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

問六　傍線部②における「女房ども」の心情として最も適当なものを選べ。　〈12点〉

ア　もの知り顔で難解な言い回しをする「なにがしの大納言」に憤りを覚えたが、平易な言葉を用いて事実を正確に伝えようとする「堀川内大臣」には、かえって教養が感じられると感心している。

イ　郭公という季節の訪れを知らせる存在に注意を払わない「なにがしの大納言」の無骨さに不満を覚えたが、わざわざ自然豊かな別宅に出向く「堀川内大臣」の風流心には尊敬の念を抱いている。

ウ　女性に気に入られるためだけに返事をとりつくろう「なにがしの大納言」には嫌気がさしたが、その時の状況にふさわしい答えを思わず口に出す「堀川内大臣」には好感を持っている。

エ　皆のあこがれである「岩倉」という地名をさりげなく口にする「堀川内大臣」に驚嘆したが、それに対して当てこすりのような態度をとる「なにがしの大納言」の態度を不快に思っている。

オ　問いかけに対して素直に答える「堀川内大臣」の言い方を好ましく感じているが、自分のことを必要以上にへりくだって述べる「なにがしの大納言」の言い方をわずらわしく思っている。

問七　傍線部④の行動は、男たちのどのような意識の表れであると作者は考えているか。四十字以内で答えよ。　〈15点〉

【解答】
問一　女に対して、［堀川内大臣］のようにうまく［返事］をする［男］は数少ない。男は女がどう思うかを気にしており、［安喜門院］が［浄土寺前関白］に教えたように、［女］に笑われないように育てることがよいらしい。
【解答】

問二　㋐＝めったにない　㋑＝身分の低い　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝完了　ⓑ＝尊敬　ⓒ＝受身　ⓓ＝自発　〈1点×4〉
問四　３　〈1点〉

問五　①＝取るに足らない者は、聞くことができません。　〈5点×2〉

③＝よくお教え申し上げなさったので、

問六　オ　〈12点〉

問七　常に女性の目を気にして、おかしく思われないように身だしなみを整えようとする意識。（40字）　〈15点〉

【補充問題】

問１　「御文も取りて奉らむ」（４行目）とあるが、どういうことか。これについて説明した次の文章の空欄①〜③に当てはまる登場人物を、記号で答えよ。
〔　①　〕の手紙を、〔　②　〕が受け取って、〔　③　〕に渡すということ。

ア　乳母

イ　右大臣

ウ　中将

エ　女君

オ　衛門

問２　次の傍線部を文法的に説明せよ。

①いとど、愁ふなりつる雪、かきたれいみじう降りけり。（源氏物語）

②宮仕へいそがしく、心もまめならざりけるほどの家刀自、…（伊勢物語）

③いかなりとも必ず逢ふ瀬あなれば、対面はありなむ。（源氏物語）

【補充問題解答】

問１　①ウ　②ア　③イ
問２　①推定の助動詞「なり」の連用形

②ナリ活用形容動詞「まめなり」の未然形活用語尾

③ラ行変格活用動詞「あり」の連体形の撥音便無表記と伝聞の助動詞「なり」の已然形
